
沖縄県名護市の辺野古新基地建設反対！ 米軍普天間基地の即時閉鎖・返還！ 
 

 

 

 

 

 

 

内閣総理大臣 安倍晋三 様 

【請願要旨】                   

 沖縄県の翁長雄志知事は、10月 13日前・仲井真弘多知事が一昨年 12月に行った辺野古埋め立

て承認を、正式に取り消した。これで政府が辺野古新基地建設に向けた工事を行う法的な根拠はな

くなり、今後一切の工事を進めることは出来なくなった。 

 しかし政府は、法律を無視し県からの意見聴取にも応じず、辺野古新基地建設の工事を強行する

と強弁している。政府が、辺野古新基地建設の工事をすすめる根拠としていた前知事の埋め立て承

認が取り消された以上、工事は出来ない。 

 さらに前知事は、2010年の知事選での選挙公約は、普天間飛行場の代替施設は「県外」であり、

辺野古移設は公約違反である。埋め立ての承認は、法律違反の環境影響評価に基づいたものであり、

到底認められない。現在の翁長県知事が設置した「普天間飛行場代替施設建設事業に係る公有水面

埋立承認手続きに関する第三者委員会」の検証結果により、前知事に瑕疵があったことが明らかに

なった。 

 昨年の沖縄の 4つの選挙のすべてで辺野古新基地建設反対の候補者が当選し、または議会多数派

となった。新基地建設を推進する候補者は、すべて落選した。(衆議院議員は、比例代表で復活) 県

民の世論調査でも辺野古新基地建設について、常に 8割以上が反対を示し、翁長知事を先頭に沖縄

の民意が辺野古新基地阻止であることは明白だ。 

 政府は、わが国が民主主義の法治国家というなら、沖縄県民の民意を鑑み、直ちに辺野古新基地

建設に係る工事を中止しなければならない。沖縄県の埋め立て承認取り消し処分に従い、これ以上

の作業を進めることは認めることはできない。 

 辺野古新基地建設の工事を直ちに中止し、計画を断念すること。また普天間飛行場を即時閉鎖・

返還すること。 
 

【請願事項】 

沖縄県による埋め立て承認取り消し処分に従い、政府は辺野古新

基地建設の工事を直ちに中止し、移設計画を断念すること。 
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